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学びの広場

　旧合川町と30年間にわたり交流のあった東京都
国立市との「合川まと火子ども交流」が、７月18
日から20日までの日程で開催されました。
　昨年に続き、合川中学校の生徒16人と合川まと
火保存会、合川婦人会など29人の関係者が、国立
市の多摩川河川敷公園会場でまと火の準備やイベン
ト広場でのボランティア活動を行いました。
　ＪＡあきた北央の協賛による「比内地鶏のじゅん
さいスープ」や冷やしトマト、また、ババヘラアイ
スなどを市民に提供したほか、国立市の中学校と共

同で岩手県山田町への復興支援募金活動を行うなど、
伝統行事の「まと火」を通して絆を深めました。

　阿仁公民館主催の「夏休みわんぱくクラブ」が、
８月６日に阿仁川の専念寺川原で開かれました。　
　阿仁合小学校・大阿仁小学校の児童20人は、川
遊びや魚のつかみ取り、スイカ割りなどを楽しみ、
ふだん体験できない自然とのふれあいで、友達と交
流を深めました。　
　この日は、公民館支援ボランティア阿求道会、阿
仁民生児童委員協議会、高校生ボランティアが見守
る中、児童たちは、川に入って高校生と水遊びをし
たほか、阿求道会の会員が造った人工の生けすに放

流されたイワナを夢中になってつかみ取りし、川原
には子どもたちの歓声が響き渡りました。

あくどう

合川中生徒が国立市で「まと火」を実演合川中生徒が国立市で「まと火」を実演
～合川まと火子ども交流プロジェクト2015～

川遊びやイワナのつかみ取りに挑戦！川遊びやイワナのつかみ取りに挑戦！
～阿仁公民館主催「夏休みわんぱくクラブ」～

　▲国立市民と伝統行事の「まと火」を披露

　▲テント設営を手伝う森吉中学校の生徒たち

　▲高校生ボランティアもお手伝いしています
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燃
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く
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／
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つ
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５
０
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落
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２
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ぶ
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燃
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さ
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５
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岱
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Ｒ
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縄
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催
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【
開
催
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■
縄
文
体
験
青
空
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時
間　
９
時
30
分
〜
13
時

会
場　
北
秋
田
市
文
化
会
館
駐
車
場

内
容　
土
器
土
偶
づ
く
り
、
縄
文
料
理
、

勾
玉
づ
く
り
、
火
お
こ
し
、
的
当
て
な
ど

■
音
楽
祭

時
間　
13
時
〜
15
時

会
場　
北
秋
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
演　
あ
る
ま
ん
ど
山
平
＆
ベ
ル
ビ
エ
ン

ト
ス
、
本
城
奈
々
、
佐
伯
モ
リ
ヤ
ス
ほ
か

　
期
日　
９
月
22
日（
火
・
祝
）

開
演　
15
時
〜（
雨
天
決
行
）
入
場
無
料

会
場　
七
日
市
長
岐
邸（
お
や
か
た
の
家
）

出
演　
秋
田
大
学
ジ
ャ
ズ
研
究
会

主
催　
お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ

■
中
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
少
し
パ
ソ
コ
ン
の
扱
い
に
慣
れ
た
人
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
９
月
15
日（
火
）、
17
日（
木
）

　
　
　
　
　
24
日（
木
）、
29
日（
火
）

時
間　
18
時
〜
20
時　

場
所　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル

締
切　
９
月
９
日（
水
）

　
11
月
３
日「
第
10
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
」

で
一
緒
に
歌
う
キ
ッ
ズ
を
募
集
し
ま
す
。

練
習
日
時　
10
月
の
毎
週
木
曜
19
時
〜
20
時

場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

募
集
対
象　
小
学
校
に
入
学
前
の
子
ど
も

募
集
期
間　
10
月
１
日（
木
）
ま
で

　
書
く
生
涯
学
習
誌
『
木
精
』
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
体
験
談
、
エ
ッ
セ
イ
、
伝
聞
、
詩
、
小
説
、

短
歌
、
川
柳
な
ど
テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。

対
象　
北
秋
田
市
在
住
又
は
出
身
の
方

原
稿　
手
書
き
の
場
合
は
原
稿
用
紙
／
パ

ソ
コ
ン
の
場
合
は
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
」Ａ
４
／

長
編
の
場
合
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
換

算
で
30
〜
40
枚
程
度
／
作
品
に
は
タ
イ
ト

ル
、
著
者
名
（
本
名
で
な
く
て
も
可
）
を

付
記
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切　
11
月
27
日（
金
）

※

「
住
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」「
氏
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」「
連
絡
先
電
話
番
号
」

を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
第
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北
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市
縄
文
ま
つ
り

　
　
　

 

文
化
係 

☎
62‐
６
６
１
８

申
問古

民
家
で
生
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

　
　
事
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長
岐
賢
一
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問☎

０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

　
合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問
　
　

 

合
川
公
民
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☎
78‐

２
１
１
４

　
は
ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
の
募
集

申
問　　

 

文
化
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☎
62‐

６
６
１
８

　
　
　
　
　
　
第
58
号
作
品
募
集

申
問

森
吉
公
民
館 

☎
72‐

３
２
５
９

『
木
精
〜
え
こ
お
〜
』

もし、学校が避難所になったら！？もし、学校が避難所になったら！？

　地震などの災害を想定した防災キャンプが、８月
１日、２日の両日、米内沢小学校で行われ、５・６
年生55人と保護者、日赤奉仕団、自治会や地域住
民合わせて150人のほか、森吉中学校から３人の生
徒が参加し、２日間、行動を共にしました。
　この事業は、学校支援地域本部事業と連携のもと、
児童と住民が一緒に「避難所」を開設することで、お
互いに助け合うことや必要な防災知識を学びながら
コミュニケーションを図ることを目的としています。
　キャンプ中は、消防署員やＯＢの方からの心肺蘇

生法・ＡＥＤの使い方学習、日赤奉仕団との炊き出
し訓練など、有意義な防災学習が行われました。～米内沢小学校『防災キャンプ』～


